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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

202220221010
会員数932名会員数932名

▲にっぽん丸寄港（9月15日撮影）

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（0.5％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.13％（令和 4 年 10 月 1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

◇議員改選速報！　
　　～５部会が開催され、部会選出の２号議員２１名が確定～

◇ＳＤＧｓの推進に関する包括連携協定「締結式」
◇永年勤続優良従業員をご推薦ください
◇離職者等再就職訓練受講生募集
◇潮流を読む
　「複層化する世界経済の減速要因に対応するために」
◇LOBO８月結果　
　業況ＤＩは半年ぶり悪化　～先行きも厳しい見方続く～
◇職場のかんたんメンタルヘルス
　「断り上手になってストレスをためない」
◇第３回創業者交流会 in南房総

令和4年9月30日現在令和4年9月30日現在



会 議 所 だ よ り
令和４年 10 月 10 日（2）

取締役会長　石 渡  和 男取締役会長　石 渡  和 男
館山市湊427
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部
の
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あ
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議員改選速報！議員改選速報！
令
令
和
４
年
10
月
31
日
の
現
議
員
任
期
満
了
に
伴
う
議
員
の
改
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が
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挙
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任
規
定
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従
っ
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進
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て
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ま
す
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会 議 所 だ よ り
（3）令和４年 10 月 10 日

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 佐藤　裕介　先生
	 根本　嘉美　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。
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各部会の活発な活動を！各部会の活発な活動を！
当
当
所
５
部
会
の
新
役
員
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

館
山
商
工
会
議
所
の
部
会
は
、
業
種
ご
と
に
５
部
会
に
分
け
ら
れ
、

そ
の
独
自
の
活
動
に
よ
っ
て
業
界
の
共
通
す
る
問
題
や
課
題
に
対
応
し

た
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
意
見
を
商
工
会
議
所
活
動
に
反
映
す
る
な

ど
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
代
議
員
制
を
採
っ
て
い

る
商
工
会
議
所
と
し
て
は
、
一
般
会
員
も
参
加
し
て
意
見
を
述
べ
ら
れ

る
大
変
貴
重
な
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。

新
役
員
の
任
期
は
、
令
和
4
年
11
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。
各
部

会
の
活
発
な
活
動
に
期
待
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

５部会の新役員（任期3年）が決まる

「千葉県最低賃金」が令和4年10月1日から時間額984円に改正されました。
  （従来の953円から31円引上げ）
　千葉県内の事業所で働くすべての労働者（パート、アルバイト等を
含む）とその使用者に適用される「千葉県最低賃金」（地域別最低賃金）
が改正されました。
　この最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外勤務手当、
休日出勤手当、深夜勤務手当、賞与及び臨時の賃金は含まれません。
　なお、「千葉県最低賃金」の他に定められている特定最低賃金があ
りますのでご注意下さい。

※�最低賃金の詳しい内容につきましては、千葉労働
局労働基準部資金室（☎043-221-2328）又は
最寄りの労働基準監督署へお問い合わせ下さい。
※�千葉県働き方改革推進センターにおきまして、本
助成金の申請や労務管理等について無料相談を
行っています（☎0120-174-864）

千葉労働局ホームページ　https://jsite.mhlw.go.jp/chiba-roudoukyoku/
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離職者等再就職訓練受講生募集
千葉県では、離職者の方を対象とした再就職のための公共職業訓練の受講生を募集しています。
■受講できる方（①～③すべてに該当する方）　
　①就職を希望し、ハローワークに求職申込みをされている方、又はこれから申込みをされる方
　②原則として、受講開始日から遡って 1 年以内に公共職業訓練等を受講していない方
　③ハローワークの受講指示又は受講推薦等が得られる方
■開講コース
　介護職員初任者研修養成科（１月開講）
　【館山・南房総・鴨川介護福祉カレッジ　定員10名】
　・受講期間：令和５年１月４日（水）～令和５年３月３１日（金）
　・訓練会場：館山市若潮ホール（館山市船形 297－71）
　・募集期間：募集中【１１月２９日（火）まで】
■受講料
　無料（テキスト代等自己負担）
■申込み・問い合わせ
　ハローワーク館山／ 0470－22－2236
■その他訓練全般について
　千葉県商工労働部産業人材課技能振興班／ 043－223－2762

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

館
山
市
・
館
山
商
工
会
議
所
・
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
に
よ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
「
締
結
式
」

〈
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
〉

　

当
所
で
は
９
月
29
日
に
、
館
山
市
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱

と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
館
山
市
・
館
山
商

工
会
議
所
・
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
が
緊
密
に
連
携
・
協
力
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
力
を
高
め
、

館
山
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
３
つ
の
事
項
を
協
力
す
る
。

　

① 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
情
報
発
信
、
普
及
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

　

② 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
企
業
等
へ
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

　

③ 

そ
の
他
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

同
社
に
よ
れ
ば
、
３
者
に
よ
る
包
括
連
携
協
定
は
県
内
、
ひ
い
て
は

関
東
で
初
め
て
と
の
こ
と
。
今
後
は
、
３
者
で
常
に
取
り
組
み
状
況

や
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

状
況
診
断
や
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
経
営
課
題
の
解
決
に
役
立
つ
情
報

や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
策
定
支
援
、
健
康

経
営
優
良
法
人
の
認
定
取
得
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

当
所
で
は
、
毎
年
、
館
山
市
と
共
催
で
、
館
山
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
永
年
勤
続
（
商
工
会
議
所
は
10
年
勤
続
・
20
年
勤
続
・
30

年
勤
続
）
優
良
従
業
員
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
12
月
６
日
（
火
）
に
表
彰
式
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
事
業
所
で
該
当
者
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

推
薦
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
表
彰
該
当
者
は
、
別
添
折
込
み
の
推
せ
ん
状
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
事
務
局
ま
で
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

（
11
月
９
日
（
水
）
締
め
切
り
）
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潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む

「
複
層
化
す
る
世
界
経
済
の
減
速
要
因
に
対
応
す
る
た
め
に
」

「
複
層
化
す
る
世
界
経
済
の
減
速
要
因
に
対
応
す
る
た
め
に
」

　

国
・
地
域
に
よ
っ
て
程
度
の
差
は

あ
れ
世
界
各
国
で
イ
ン
フ
レ
率
の

上
方
修
正
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
想

の
下
方
修
正
が
続
い
て
い
る
。
特

に
米
欧
で
は
、
中
央
銀
行
が
金
融

引
き
締
め
に
動
い
て
い
る
も
の
の
、

想
定
以
上
の
物
価
上
昇
の
中
で
、

景
気
停
滞
に
陥
る
か
ど
う
か
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
長
期
化
す
れ
ば
、

経
済
活
動
の
停
滞
（「stagnation

（
停
滞
）」）
と
物
価
の
持
続
的

な
上
昇
（「inflation

（
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
）」）
が
併
存
す
る
状

態
、
つ
ま
り
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

（stagflation

）
に
陥
る
可
能
性

が
高
ま
る
。

　

大
和
総
研
の
欧
州
担
当
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
は
２
０
２
３
年
を
見
据
え

た
欧
州
経
済
予
測
［
注
１
］
の

中
で
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
可

能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
と
い
う
地
政
学
的
要
因

が
強
く
作
用
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
域

内
あ
る
い
は
国
内
の
政
治
的
混
乱

を
招
い
て
、
事
態
を
複
雑
化
さ
せ

て
い
る
。
人
手
不
足
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足
、
さ
ら
に
は
水
不
足
が
サ
プ

ラ
イ
サ
イ
ド
の
問
題
の
解
消
を
難

し
く
す
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
複
層
的
な
要
因
に
よ
り
、

イ
ン
フ
レ
対
応
と
成
長
の
維
持
が

困
難
に
な
る
と
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
欧
州
経
済
見
通
し
の
修
正
、

特
に
23
年
の
下
方
修
正
の
動
き
が

続
い
て
お
り
、
直
近
で
も
、
７
月

半
ば
に
見
通
し
を
改
定
し
た
欧
州

委
員
会
が
、
23
年
の
成
長
率
を
＋

２
・
３
％
か
ら
＋
１
・
４
％
へ
０
・
９
％

ポ
イ
ン
ト
も
引
き
下
げ
た
。
対
照

的
に
、
欧
州
委
員
会
に
よ
る
ユ
ー

ロ
圏
の
イ
ン
フ
レ
見
通
し
は
大
幅
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
22
年
は
５
月
時

点
か
ら
＋
１
・
５
％
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ

の
＋
７
・
６
％
、
23
年
は
＋
１
・
３
％

ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
の
４
・
０
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

米
国
も
同
様
に
物
価
上
昇
が

加
速
す
る
中
で
、
景
気
停
滞
に
陥

る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

７
月
半
ば
に
公
表
さ
れ
た
６
月
の

Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
前
年
比
＋
９
・
１
％
と
５

月
の
同
＋
８
・
６
％
か
ら
さ
ら
に
加

速
し
、
市
場
予
想
（Bloom

berg 

調
査
：
同
＋
８
・
８
％
）
を
上
回
っ

た
。
内
訳
に
関
し
て
は
、
住
宅
価

格
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
に
よ
る
押
し

上
げ
分
が
大
き
か
っ
た
。
７
月
下

旬
に
公
表
さ
れ
た
22
年
４
―
６
月

期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
主

に
民
間
在
庫
が
減
少
し
た
こ
と
に

加
え
、
金
融
引
き
締
め
を
受
け
て

住
宅
投
資
は
減
少
し
、
設
備
投
資

も
小
幅
な
が
ら
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た

こ
と
で
、
前
期
比
年
率−０
・
９
％

と
２
四
半
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成

長
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
金
融
市
場

の
認
識
で
は
景
気
後
退
（
テ
ク
ニ
カ

ル
・
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
局
面
を
意
味

す
る
。
た
だ
し
、
大
和
総
研
の
米

国
担
当
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
現
時
点
で

の
景
気
後
退
期
へ
の
突
入
に
慎
重

な
見
方
を
示
し
て
い
る
［
注
２
］。

そ
れ
は
「
屋
台
骨
で
あ
る
個
人
消

費
は
底
堅
い
結
果
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
本
格
的
な
景
気
後
退
期
へ
突

入
し
た
と
認
識
す
る
の
は
早
計
だ

ろ
う
」
と
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
え
下
期
を
「
魔
の
６
カ
月
」

と
表
現
し
、
景
気
後
退
の
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　

他
方
、
日
本
は
、
22
年
６
月

の
全
国
コ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｉ
（
除
く
生
鮮

食
品
）
は
前
年
比
＋
２
・
２
％
と
、

伸
び
率
は
前
月
か
ら
０
・
１
％
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
押
し
上
げ
圧
力
が
弱
ま
る
一

方
、
食
品
・
外
食
に
よ
る
押
し
上

げ
圧
力
が
強
ま
る
、
と
い
う
構
図

が
続
い
て
い
る
。
22
年
４
―
６
月

期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
期

比
年
率
＋
２
・
２
％
（
前
期
比
＋
０
・

５
％
）
と
、
４
四
半
期
連
続
の
プ

ラ
ス
成
長
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
前
（
19
年
10
―

12
月
期
）
の
水
準
を
わ
ず
か
に
超

え
た
。
大
和
総
研
の
日
本
担
当
の

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
［
注
３
］
は
、
こ
の

理
由
と
し
て
「
３
月
下
旬
に
感
染

拡
大
が
一
服
し
、
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
が
全
面
解
除
さ
れ
た
こ

と
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
個
人

消
費
が
増
加
し
た
」
こ
と
を
挙
げ

た
。
そ
の一
方
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し

て
「
中
国
・
上
海
で
の
ロッ
ク
ダ
ウ
ン

（
都
市
封
鎖
）
を
受
け
、
自
動
車
・

家
電
を
中
心
に
生
産
や
供
給
が
滞

る
な
ど
の
影
響
が
表
れ
た
」
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

　

欧
米
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
リ

ス
ク
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
景
気
停
滞
か

ら
の
回
復
が
不
十
分
な
段
階
で
、

供
給
制
約
な
ど
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ

率
が
上
昇
し
た
こ
と
で
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。
欧
米
の
中
央
銀
行
が

差
し
当
た
り
反
イ
ン
フ
レ
を
優
先

し
て
金
融
引
き
締
め
に
動
い
て
い
る

が
、
そ
の
効
果
が
出
る
に
は
時
間

が
か
か
る
た
め
、
そ
の
間
、
景
気

が
ど
こ
ま
で
落
ち
る
か
が
当
面
の

最
大
焦
点
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

加
え
て
、
ロ
シ
ア
と
の
経
済
的
な
つ

な
が
り
が
深
い
欧
州
で
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
を
比
較
的
強

く
受
け
て
い
る
た
め
、
そ
の
影
響

が
長
引
け
ば
、
景
気
の
落
ち
込
み

が
相
対
的
に
大
き
く
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て

も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
欧
州
へ
の

影
響
を
、
将
来
想
定
さ
れ
る
台
湾

有
事
の
影
響
と
置
き
換
え
る
と
、

欧
州
の
現
状
は
対
岸
の
火
事
と
は

い
え
な
い
。
国
内
の
イ
ン
フ
レ
抑
制

と
成
長
維
持
の
政
策
の
両
立
も
重

要
で
あ
る
が
、
中
長
期
的
に
は
台

湾
有
事
な
ど
の
影
響
を
想
定
し
た

複
層
的
な
経
済
減
速
の
要
因
へ
の

対
応
が
必
要
と
な
ろ
う
。（
８
月

17
日
執
筆
）

［
注
１
］ �

近
藤 

智
也
「
欧
州
経
済
見

通
し 

暑
い
夏
に
冬
の
寒
さ
を

心
配
す
る
」大
和
総
研
レ
ポ
ー

ト　

２
０
２
２
年
７
月
20
日

［
注
２
］ �

矢
作 

大
祐
「
米
Ｇ
Ｄ
Ｐ 

２

四
半
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成

長
」
大
和
総
研
レ
ポ
ー
ト　

２
０
２
２
年
７
月
29
日

［
注
３
］� 

神
田 

慶
司
、小
林 

若
葉
「
２

０
２
２
年
４
ー
６
月
期
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
１
次
速
報
）」
大
和
総
研
レ

ポ
ー
ト　

２
０
２
２
年
８
月
15

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

株
式
会
社
大
和
総
研

　
　

金
融
調
査
部　

主
席
研
究
員

　
　
　

内
野　

逸
勢
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日
本
商
工
会
議
所
は
８
月
31

日
、８
月
の
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

（
早
期
景
気
観
測
）
調
査
結
果
を

発
表
し
た
。８
月
の
全
産
業
合
計

の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
21
・
０
と
前
月

比
で
３・２
㌽
と
悪
化
し
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
26
・６（
今
月
比

マ
イ
ナ
ス
５・６
㌽
）。資
源
・
原
材

料
価
格
の
高
騰
や
円
安
に
よ
る
コ

ス
ト
負
担
増
が
継
続
す
る
中
、
物

価
高
に
よ
る
消
費
マ
イ
ン
ド
の
低

下
や
、
感
染
拡
大
の
継
続
、
猛
暑
・

大
雨
に
よ
る
外
出
控
え
に
よ
り
、

中
小
企
業
の
業
況
は
、
半
年
ぶ
り

の
悪
化
と
な
っ
た
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査
８
月
結
果
で
は
、

全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
21
・
０

（
前
月
比
マ
イ
ナ
ス
３・２
㌽
）
と

な
り
、
６
カ
月
ぶ
り
に
悪
化
し
た
。

感
染
拡
大
の
継
続
に
猛
暑
や
大
雨

が
重
な
り
、
帰
省
や
旅
行
、
会
食

な
ど
を
控
え
る
動
き
が
見
ら
れ
、

飲
食
・
宿
泊
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業

や
百
貨
店
な
ど
の
小
売
業
で
業
況

が
悪
化
。小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
か

ら
の
引
き
合
い
が
減
少
し
た
卸
売

業
も
業
況
が
悪
化
し
た
。半
導
体

な
ど
の
部
品
供
給
不
足
が
継
続
す

る
製
造
業
も
業
況
が
悪
化
し
た
。

堅
調
な
民
間
工
事
に
下
支
え
さ
れ

た
建
設
業
で
は
業
況
が
改
善
す
る

も
、
資
材
や
燃
料
価
格
の
高
止
ま

り
に
よ
る
負
担
増
が
続
き
、
力
強

さ
を
欠
い
て
い
る
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
26
・

６
（
今
月
比
▲
５・６
㌽
）。今
後
も

LOBO
8月結果

業
況
Ｄ
Ｉ
は
半
年
ぶ
り
悪
化

業
況
Ｄ
Ｉ
は
半
年
ぶ
り
悪
化

～
先
行
き
も
厳
し
い
見
方
続
く
～

～
先
行
き
も
厳
し
い
見
方
続
く
～

感
染
拡
大
が
継
続
し
、
従
業
員
の

感
染
に
よ
る
生
産
や
取
引
な
ど
へ

の
影
響
を
懸
念
す
る
声
が
業
種
を

問
わ
ず
聞
か
れ
た
。特
に
、
サ
ー
ビ

ス
業
や
小
売
業
で
は
、
消
費
者
の

外
出
控
え
に
よ
る
需
要
減
を
危
惧

す
る
事
業
者
が
増
加
し
て
い
る
。

資
源
・
資
材
価
格
の
高
騰
が
長
期

化
し
、コ
ス
ト
増
加
分
の
十
分
な
価

格
転
嫁
が
追
い
付
か
ず
、
収
益
確

保
も
難
し
い
中
、
感
染
の
沈
静
化

を
見
通
せ
ず
、
中
小
企
業
の
先
行

き
は
、厳
し
い
見
方
と
な
っ
て
い
る
。

　

ブ
ロッ
ク
別
で
は
、
北
海
道
、
東

海
で
改
善
し
た
も
の
の
、東
北
、中

国
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。北
陸
信
越
、
関

東
、関
西
、四
国
、九
州
の
５
ブ
ロッ

ク
で
悪
化
と
な
り
、
地
域
に
よ
っ
て

景
況
感
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

建
設
業
で
は
、建
設
資
材
価
格
・

燃
料
価
格
の
高
止
ま
り
や
、
公
共

工
事
の
受
注
減
少
が
継
続
す
る

中
、
堅
調
に
推
移
す
る
住
宅
建
設

関
連
の
民
間
工
事
に
下
支
え
さ

れ
、
改
善
。事
業
者
か
ら
は
、「
民

間
企
業
か
ら
の
工
事
受
注
数
は

順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
売
上
も

着
実
に
確
保
で
き
て
い
る
。
資
材

価
格
高
騰
な
ど
で
コ
ス
ト
負
担
増

も
、
生
産
性
向
上
対
策
の
実
施
に

よ
り
経
費
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

る
」（
一般
工
事
）と
いっ
た
声
が
あ
っ

た
。

　

製
造
業
で
は
、
半
導
体
な
ど
の

部
品
供
給
不
足
や
、
資
源
・
原
材

料
価
格
の
高
止
ま
り
で
コ
ス
ト
負

担
が
継
続
す
る
中
、
物
価
高
と
感

染
拡
大
に
よ
り
、小
売
店
や
飲
食
・

宿
泊
業
向
け
食
料
品
関
係
の
受

注
減
な
ど
が
影
響
し
、
悪
化
。「
原

材
料
価
格
や
燃
料
費
の
高
騰
に

よ
っ
て
コ
ス
ト
増
が
続
い
て
い
る
が
、

消
費
者
の
購
買
意
欲
の
低
下
が
見

ら
れ
、
既
存
商
品
は
値
上
げ
が
厳

し
い
状
況
」（
水
産
食
料
品
）と
いっ

た
指
摘
も
あ
っ
た
。

　

卸
売
業
で
は
、
輸
送
費
・
包
装

資
材
価
格
な
ど
の
高
止
ま
り
に

加
え
、
感
染
拡
大
の
継
続
に
よ
る

消
費
者
の
外
出
控
え
で
、飲
食
・
宿

泊
業
向
け
食
料
品
な
ど
の
引
き

合
い
が
減
少
し
、
悪
化
。事
業
者

か
ら
は
、「
感
染
拡
大
に
よ
り
、
取

引
先
の
飲
食
店
な
ど
で
会
食
な
ど

の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
一
部
出
て
お
り
、

受
注
が
減
少
傾
向
」（
食
料
・
飲
料

卸
）
と
いっ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

小
売
業
で
は
、
円
安
や
原
材
料

価
格
の
高
騰
に
よ
る
仕
入
コ
ス
ト

が
上
昇
す
る
中
、感
染
拡
大
の
継

続
に
猛
暑
や
大
雨
も
重
な
り
、客

足
が
減
少
し
た
総
合
ス
ー
パ
ー
や

商
店
街
を
中
心
に
、
悪
化
。事
業

者
か
ら
は
、「
度
重
な
る
仕
入
価
格

の
上
昇
が
続
く
中
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
消
費
者
の
外
出
控
え
と
異
常

気
象
の
影
響
も
あ
り
、
見
込
ん
で

い
た
よ
り
も
店
舗
へ
の
来
客
数
は

減
少
し
、
売
上
確
保
に
苦
戦
」（
書

籍
・
文
房
具
）、「
感
染
拡
大
に
よ

り
、
顧
客
の
来
店
頻
度
は
減
少
す

る
も
、
ま
と
め
買
い
で
客
単
価
は

上
昇
」（
総
合
ス
ー
パ
ー
）な
ど
の
指

摘
も
あ
っ
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
感
染
拡
大
の

継
続
と
猛
暑
・
大
雨
な
ど
の
影
響

で
、帰
省
や
旅
行
、会
食
を
控
え
る

動
き
が
見
ら
れ
、
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル

が
増
加
し
た
飲
食
・
宿
泊
業
を
中

心
に
、
悪
化
。「
感
染
再
拡
大
に
よ

る
直
前
で
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
増
加
」

（
飲
食
）、「
前
年
比
で
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
限
定
的
だ
が
、
こ
の
ま

ま
増
加
が
続
く
と
苦
し
く
な
る
」

（
旅
行
）
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

〈
専
門
家
に
よ
る
経
営
相
談
窓
口
〉

　

当
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
や
最
低
賃
金
引
上
げ
、
デ

ジ
タ
ル
化
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
等
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
を
対
象
に
、
経
営
相
談
や
各
種
申
請
サ
ポ
ー
ト

等
の
対
応
を
行
う
た
め
、
経
営
相
談
窓
口
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

完
全
予
約
制
の
個
別
相
談
会
で
、
先
着
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
方
法
】
事
前
予
約
制
・
先
着
順

【
お
問
合
せ
】
２
２
‐
８
３
３
０
（
館
山
商
工
会
議
所
）

※�

補
助
金
の
ご
相
談
は
、
事
業
者
様
が
作
成
を
終
え
た
事
業
計
画
書
に
対
し
、

公
募
要
領
等
を
確
認
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
他
の
支
援
機
関
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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断
る
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ
る

人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
断
っ
た
ら
次
が
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
「
不
安
」
や
相
手

の
意
向
に
応
え
た
い
と
い
う
「
責

任
感
」
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、「
断
る
」

の
は
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
で
す
。「
こ
の
人
は
こ

れ
が
苦
手
な
ん
だ
な
」「
こ
の
人

は
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い

る
ん
だ
な
」
な
ど
と
、
互
い
の
考

え
方
や
価
値
観
を
知
り
、
相
互
理

解
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
り

得
る
の
で
す
。
ま
ず
は
「
断
る
＝

良
く
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
識
を

変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
断
る
」
と
い
う
行
為
は
「
相

手
と
の
交
渉
」
で
あ
り
、「
互
い

の
要
望
の
擦
り
合
わ
せ
」
で
も
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
あ
な
た
が
「
小

さ
い
子
ど
も
が
い
て
夜
遅
く
な
る

の
が
難
し
く
、
飲
み
会
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
場
合
、「
で

は
ラ
ン
チ
会
な
ら
良
い
で
す
か
」

「
は
い
、
そ
れ
な
ら
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
で
す
」
と
い
っ
た
会
話
に
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な

交
渉
が
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
な
ど
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
役
立
つ
は
ず
で
す
。

　

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
生
活
や
仕
事

が
あ
り
、
い
つ
も
相
手
の
都
合
に

合
わ
せ
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
「
ス
ト
レ
ス
が
増

大
す
る
・
相
手
を
嫌
い
に
な
る
」

な
ど
、
我
慢
し
て
受
け
入
れ
る
方

が
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
は
ず
。
断

る
こ
と
を
躊
躇
（
ち
ゅ
う
ち
ょ
）

し
て
し
ま
う
人
は
「
交
渉
」
の
機

会
と
捉
え
て
、
自
分
の
意
見
を
相

手
に
伝
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、断
り
上
手
に
な
れ
ば
、

「
断
る
」
を
プ
ラ
ス
に
も
転
換
で

き
ま
す
。
ま
ず
は
、
声
を
掛
け
て

く
れ
た
こ
と
、
頼
り
に
し
て
く
れ

た
こ
と
に
対
し
て
の
お
礼
を
き
ち

ん
と
伝
え
る
こ
と
。
そ
れ
に
応
え

ら
れ
な
い
と
い
う
謝
罪
。
そ
し
て

可
能
で
あ
れ
ば
代
案
を
提
示
す
る

の
も
大
切
で
す
。
こ
の
三
つ
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

た
と
え
行
き
た
く
な
い
会
合
で

あ
っ
て
も
、「
お
誘
い
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
を
伝
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、単
に「
参

加
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
る
よ

り
も
、
相
手
の
〝
拒
否
さ
れ
た

感
〟
は
グ
ッ
と
下
が
り
ま
す
。
ま

た
、明
確
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、

代
案
を
提
示
し
ま
し
ょ
う
。
例
え

ば
「
今
月
は
難
し
い
の
で
す
が
、

来
月
以
降
な
ら
お
手
伝
い
で
き
ま

す
」
な
ど
、
可
能
な
条
件
を
伝
え

る
こ
と
で
互
い
の
要
望
を
擦
り
合

わ
せ
ら
れ
ま
す
。
理
由
だ
け
を
伝

え
ら
れ
る
よ
り
も
、
拒
絶
さ
れ
た

感
覚
が
和
ら
ぎ
、
相
互
理
解
が
深

ま
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

断
る
と
い
う
行
為
は
少
な
か
ら

ず
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
、「
行
け
た
ら
行

く
ね
」「
考
え
て
お
き
ま
す
」な
ど
、

つ
い
曖
昧
な
返
事
や
先
延
ば
し
に

し
て
し
ま
う
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
良
く
あ
り

ま
せ
ん
。
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

　

代
表
理
事　
　

大
野　

萌
子

「
断
り
上
手
に
な
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
」
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『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ
　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャン
ペーン」を10/3～11/30に実施いたします。
　本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』
を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所
の福祉向上にお役立ていただくことを主な目
的としています。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の
皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・老
後に備えた様々な保障ニーズにお応えするもの
です。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社
の担当社員がお伺いした際には、是非ご協力
いただきますようお願い申しあげます。

※�「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株
式会社により運営されている組織です。

～創業前・創業後間もない方向けのイベント～
第3回創業者交流会 in南房総

　館山信用金庫と日本政策金融公庫では、創業前・創業後間もない方を対象にした
「第 3 回創業者交流会 in 南房総」を開催します。
　第 1 部の講演会には、講師に中小企業診断士の麻畑紀美子氏を迎え、会社のお金の流れ
のとらえ方、効果的な売上の目標の立て方などを学ぶことができます。
　講演会終了後の第 2 部では、参加者同士の名刺交換会を行い、新たに知り合った方々と
の親睦を深める良い機会となります。参加費は無料、定員は先着 20 名ですので、ご希望の
方はお早めにお申し込みください。

■日　　時	 令和 4 年 11 月 17 日（木）
	 15:00 ～ 17:30（開場 14:45）
　第 1 部	 中小企業診断士による講演会　15:00 ～ 16:30
	� 「コロナ禍で厳しい経営環境の今だからこそ、ドンブリ経営に陥らないために

知っておきたいお金の話」　講師：麻畑　紀美子氏
　第 2 部	 名刺交換会　16:30 ～ 17:30
	 創業前・創業後間もない方々の人脈作りの場としてご活用下さい
■会　　場	 館山信用金庫本店ビル　4 階　大会議室　（館山市北条 1634）
■定　　員	 20 名（先着順）　■参加費無料
■申込方法	 館山信用金庫・日本政策金融公庫・館山商工会議所窓口で配布する、
	� 創業者交流会チラシの参加申込票に必要事項をご記入いただき、お申込み下

さい。
＜問合せ＞
	 館山信用金庫　支援部　　　　℡　0470-29-3015
	 日本政策金融公庫　館山支店　℡　0470-22-2911


